
参加費
無料

自由大学運動
100 周年
記念集会

民衆の感じる痛みに
応えようとして生まれた自由大学を
いま　考える

東 京 集 会
2022 年 10 月 30 日（日）10 : 00 〜 17 : 00〈受付 9 : 00 〜〉
早稲田大学文学学術院 33 号館３階第１会議室（戸山キャンパス）

会場案内
【会場】 早稲田大学文学学術院　
戸山キャンパス 33 号館　３階 第 1 会議室
・ JR 山手線 高田馬場駅から徒歩 20 分
・ 西武新宿線 高田馬場駅から徒歩 20 分
・ 地下鉄東京メトロ東西線 早稲田駅から徒歩 3 分  
・ 副都心線 西早稲田駅から徒歩 12 分
・ 学バス 高田馬場駅−早大正門　　馬場下町バス停

参加にあたってのお願い
・ 感染状況によっては、 完全オンライン実施とさせていただきます。
・ 対面参加が締め切りとなった場合は、 オンライン参加とさせていただきます。
・ コロナ感染対策に留意してご参加ください。
・ 当日は記録用に録画、 写真撮影をさせていただきます。
・ 飲料、 昼食は各自ご用意ください。

参加方法
コロナウイルス感染対策のため、 申し込み方式とさせていただきます。

【申し込み方法】
① Google フォームから　https://forms.gle/n97coiQLJGzHKU7M8　
② FAX から　03-5286-3624 （村田研究室）
   　　氏名、 参加方法 ( 来場 / オンライン )、 電話番号、 メールアドレスをお書きください。

自由大学運動 100年
記念フォーラム

2022 年 11 月 13 日 ( 日 ) 

会場 : 上田商工会議所 ５階ホール
9:20 〜 16:30

《お問い合わせ先 : 村山隆（090-7189-0375）》

上 田 集 会
【東京集会発起人】
新井浩子、 飯塚哲子、 大槻宏樹、 斎藤俊江、 清水迪夫、 林茂伸、

平川景子、 藤田秀雄、 古市将樹、 村田晶子、 柳沢昌一、 米山光儀

【主催】
自由大学運動 100 周年記念集会東京集会実行委員会

【後援】
日本社会教育学会 / 早稲田大学文学学術院教育学会 / 明治大学社会教育主事課程

本研究は、2022 年度早稲田大学教育総合研究所公募研究の助成を受けた。

課題番号「B-10　学習の自由と主体の形成―自由大学 100 周年を記念して―」

【お問い合わせ先】
早稲田大学文学学術院　村田晶子　〈akikom@waseda.jp〉

表紙の画像は、佐々木忠綱氏のノート「哲学史概説」の写しである。

60 周年 / 90 周年資料

『自由大学と現代−自由大運動六〇周年集会報告集−』

編集　　自由大学研究会 / 発行　　信州白樺

『自由大学運動 60 周年記念誌　自由大学研究別冊２』

編集 ・ 発行　自由大学研究会

『自由大学運動の遺産と継承− 90 周年記念集会の報告−』

編集 ・ 発行　　大槻宏樹 ・ 長島伸一 ・ 村田晶子 / 発行　　前野書店



　自由大学運動は 100 周年目の節目の年輪を刻むことになりました。自由大学は
1921 年 7月に「信濃自由大学趣意書」を宣言し、同年 11月に信濃自由大学（のち上
田自由大学）第１期第１回講座が開校されて産声をあげました。趣意書の冒頭は「学
問の中央集権的傾向を打破し（後略）」と謳っています。
　自由大学運動は、眼前にひろがる不自由、格差、係争、不平等に立ち向かい、世の中を、
教育を、身のまわりを、自分たちを、少しでも良く変化させようとした民衆の自己教
育運動でありました。
　皮肉にも、人類が求めてきた文明は、いま逆に自然破壊、人間破壊の危機を迎えよ
うとしています。こうしたなか、人間が人間らしく生きるため、労働と教育の結合を
芯としながら、働きながら学ぶ民衆のための自由大学の心棒を支え合うときがきまし
た。民衆の感じる痛みに応えようとして生まれた自由大学運動の歩みを確かめるため
に、100 周年を機に、いま学び合いましょう。いま語り合いましょう。　（大槻宏樹）

ごあいさつ プログラム

開会　　　　　　　　　　　　　　　

開会の挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大槻宏樹 （早稲田大学名誉教授）

「自由大学理解のために」　　　　　　　　　　　　　　                      　　　片岡了 （明治大学講師）

10:00

10:15

【午前司会】　飯塚哲子 （東京都立大学准教授） / 平川景子 （明治大学教授）　　

【午後司会】　片岡了 （明治大学講師） / 村田晶子 （早稲田大学教授）

「自由大学 100 周年の意義」　　　　                   長島伸一 （長野大学名誉教授）　10:30

Ⅰ　基調報告

質疑応答

閉会　

閉会の挨拶　　　　　　　　　　　　　　                                   藤田秀雄 （立正大学名誉教授）

16:25

17:00

Ⅲ　質疑応答

Ⅱ　学問の自由と主体形成

「省察的民主主義 （Refrective Democracy） への企図としての自由大学運動」　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                     柳沢昌一 （福井大学教授）

「伊那自由大学とはなにか」　　       清水迪夫（飯田市歴史研究所市民研究員）

「阿智自由大学の現状と課題」　　　　　　　林茂伸 （阿智自由大学運営委員会代表）

「自由大学から現在の大学を問い直す」　　　　　　　　　　　　古市将樹 （常葉大学准教授）

12:30

13:10

13:40

14:10

14:55

15:25

15:55

「学びの場のつくられかた －大正期の上田自由大学を中心に」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺典子（日本女子大学、武蔵野美術大学講師）

「自由大学の影響を考える －林源と勤労青少年教育－」

　　米山光儀 （田園調布学園大学教授 ・ 慶應義塾大学名誉教授）

「自由大学研究への期待」　　　　　　　                 大槻宏樹 （早稲田大学名誉教授）

〜休憩〜14:40

11:40 〜昼食休憩〜

自由大学研究会『自由大学運動と現代』
1983 年　信州白樺
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